
様式３ 

  会   議   録 

会議名（審議会等名） 平成３０年度 第３回上鶴間公民館運営協議会 

事務局（担当課） 相模原市立上鶴間公民館 電話０４２－７４９－６６１１（直通） 

開催日時 平成３１年２月２８日（木） １９時００分～２０時４５分 

開催場所 相模原市立上鶴間公民館 コミュニティ室 

出 

席 

者 

委 員 １９人／２２名中 （別紙のとおり） 

その他  

事務局  ４人（館長代理、主事、活動推進員） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部不可

の場合は、その理由 
 

会議次第 

 

１ あいさつ 

 

２ 議 題 

（１） 平成３０年度事業結果及び今後の予定について 

（２）公民館振興計画の見直しについて 

（３）公民館運営協議会委員の公募について 

（４）平成３１年度事業計画（案）及び予算（案）について 

 

３ 報  告 

（１）公民館における使用料の導入状況について          

（２）公民館まつりについて   

（３）公民館感謝状贈呈者について    

（４）スポーツ推進委員候補者の選出結果について    

 

４ その他 

（１）その他 

                      

 

 

 

 

 



 

審  議  経  過 ＜凡例＞ ○：委員の発言  ●：事務局の発言 

〔 議事進行 １は館長代理、２～は議長 〕   

 

１ あいさつ 

稲毛公民館長から挨拶 

 

２ 議 題 

 （１）平成３０年度事業結果及び今後の予定について 

各専門部部長、各委員会委員長及び事務局から平成３０年度事業結果及び今後の予定に

ついての説明を行い承認された。 

（意見等） 

特になし 

  

（２）公民館振興計画の見直しについて 

   館長から本年度、公民館振興計画の見直しのため設置した小委員会（委員５名）での

検討経過を説明した。 

引き続き、館長代理から従前の公民館振興計画と小委員会で取りまとめた公民館振興

計画改正案を対比しながら改正のポンイントを説明した。 

協議の結果、改正案の一部を修正（※）し決定された。 

＜主な改正項目（今回改正した内容等）＞ 

（現状と課題） 

・館区の人口特性（高齢化率・平均年齢ともに市内で最も低い館区） 

・公民館を取り巻く課題（最近の災害や人生 100 年時代などを追加） 

・運営体制の現状と課題（公民館使用料の導入されたことを追加） 

（基本理念） 

・（家庭環境の変化、超高齢化社会などを追加） 

（活動計画） 

・公民館全体に関わる活動（子育て支援への取り組みを追加） 

・青少年活動（子どもの居場所づくりを追加） 

（公民館活動推進体制の方向性） 

・公民館運営協議会（事業評価制度から運営協議会での議論に変更） 

・公民館利用団体懇談会（自主的な活動への支援を追加） 

・パートナーシップによる地域づくり（項目を削除） 

（意見等） 

○高齢化率・平均年齢とも市内で最低との表記だが「最低」とう言葉は言い換えが必要



である。 

⇒（※）協議の結果、改正案の館区の人口特性の欄で高齢化率及び平均年齢を「市

内最低」と記述していたものを「市内で最も低い」と修正することとなった。 

  ○この公民館振興計画を改定は何年ごとか。 

  ●全体を見直しする（改定）のは１０年ごとで、本来、今回は３年ごとの活動計画を見

直しする（改正）予定であったが、最近は社会状況の変化が激しいので、検討した結

果、活動計画を見直しすることが基本であるが全体的にも見直すことに至った。 

 

（３）公民館運営協議会委員の公募について 

 事務局から、次の任期（平成３１年６月から２年間）の公募委員の募集方法・選考方

法について、一部これまでの募集方法を変更し募集する旨の説明があり承認された。ま

た、選考については、館長、利用団体懇談会会長と自治会代表委員（渋谷委員）の計３

名が選考委員となり選考することになった。 

・公募委員の対象年齢：「２０歳以上」から「１８歳以上」に変更した。 

・応募動機を記入する文字数：「８００字」から「４００字」に変更した。 

（意見等） 

特になし 

 

 （４）平成３１年度事業計画（案）及び予算（案）について 

 事務局から、平成３１年度事業計画（案）及び予算（案）について説明を行い承認さ

れた。なお、年度当初に統一地方選挙や改元に伴う大型連休があるため、日程が従前と

は異なる。 

（意見等） 

○公民館振興計画に盛り込まれた「子育て支援」の事業・予算は、どの事業に位置付け

られているのか。 

●一つは、７月から９月に開催予定の家庭教育講座である。この家庭教育講座は公民館

に配分された予算ではなく、生涯学習課予算に計上されている。また、他の個別事業

については、現時点では具体的な事業内容は決定していないので、事業を計画する際、

子育て支援や三世代交流などの視点を取り入れながら検討することとしたい。 

 

３ 報  告 

（１）公民館における使用料の導入状況について 

 事務局から、昨年６月１日から導入された公民館使用料について、導入後８か月間の

状況報告があった。 

・使用料収納状況など（平成３１年１月３１日まで） 一日平均４６９６円 

・免除申請の決定状況（平成３１年１月３１日まで） 計３７件 



・利用状況の変化（導入後８か月間：前年同期との比較） 約１６％減 

前回のこの運営協議会で議論した、公民館利用を増やすための取り組みについて

は、職員が不在の場合でも団体間で不公平にならない取り扱いをするためにはどのよ

うなことができるのかを職員会議で話し合い、この１月から既に利用決定されている

団体に限り「当日の利用を延長すること」や「当日の部屋や時間帯を変更すること」

を実施している。 

 

（意見等） 

○当日申請は、なぜ受付できないのか。他の公民館で当日申請を受けているところもあ

るのではないか。 

●繰り返しになるが、公民館は、窓口対応にあたる職員が公民館スタッフのみの場合も

ある。したがって、当日申請団体の利用の可否及び有料・免除の判断など、公民館ス

タッフでは即断が難しいため、取り扱いをしていない。公平性を確保し最大限できる

ことを実施している。 

●当日申請を受け付けている公民館は一部にある。これは各公民館によって周辺環境な

どの地域性や利用する団体が異なるため公民館ごとに判断している状況である。 

●また各公民館にコミュニティ室があるが、公民館によっては当公民館と違いコミュニ

ティ室の料金設定をせず地域の方々に貸し出しをしている公民館もあり、各公民館に

より異なっている。こうしてコミュニティ室を活用しているところもあるようだ。 

 

（２）公民館まつりについて   

事務局から、３月９日（土曜日）、３月１０日（日曜日）に開催を予定している「公

民館まつり」の概要説明があった。今回は平成最後の「公民館まつり」として、アート

マジックバルーンショーや平塚の女性防災グループによる震災を考えるイベントなど

も予定している。 

（意見等） 

特になし 

 

 （３）公民館感謝状贈呈者について    

事務局から、３月９日の公民館まつりの開会式において、公民館感謝状贈呈規程によ

り６名の方に感謝状を贈呈すると報告があった。 

（意見等） 

特になし 

 

 （４）スポーツ推進委員候補者の選出結果について    

事務局から、平成３１・３２年度のスポーツ推進委員について、自治会から推薦のあ



った８名を教育委員会に推薦した旨の報告があった。 

（意見等） 

○特になし 

 

４ その他 

 （１）その他 

○外国人の方が増えてきている、この上鶴間地区には、何人位の外国人の方が住んでい

るのか。外国人への災害時などの支援はどのように考えているのか。自治会として不

安を感じている。 

●手元に資料がないため、後日回答する。統計数値が、上鶴間公民館区ではなく大野南

地区全体での数になっている場合もある。住民登録している方と実際に住んでいる方

との差はあると思われる。最近は多言語での生活上の説明書なども作成されている。

当公民館にも外国人の方々のサークルがある。外国人の方への災害時の情報伝達方法

などは課題であると認識している。 

●相模大野駅先のボーノでは、外国人の方に日本語を教えるボランティア活動が行われ

ているので案内する方法もある。 

以 上 

 



【平成３０年度】 第３回上鶴間公民館運営協議会出席簿 

                                          （敬称略） 

№ 出欠 役職 氏 名 団体等の名称 

1 ○ 会 長  稲毛 昜子 公民館長 

2 ○   小林 知昭 谷口中学校長 

3 ○   中里 雅子 南大野小学校長 

4 ○   渋谷 典彦 谷口自治会長 

5 ○   古木 幸一 中和田自治会長 

6 ○ 副議長  若林 輝雄 南新町自治会長 

7 欠   由井 剛  大野南地区老人クラブ連合会 

8 ○   松村 正明 鶴園中和田こどもセンター館長 

9 欠   小原 義江 上鶴間地区子ども会育成連絡協議会 

10 ○   谷 昌樹 谷口中学校 PTA 会長 

11 ○   柴野 洋平 鹿島台小学校 PTA 会長 

12 欠 会 計  尾上 正幸 利用団体懇談会会長（ミラクルソルトクラブ）

13 ○ 議 長  後藤 幸生 学識経験者 

14 ○   髙瀬 友子 公募委員 

15 ○   山迫 毅 
上鶴間公民館アドバイザー・ 

大野南地区民生委員児童委員協議会 

16 ○    田内 久士 体育部長 

17 ○    和田 朗子 文化部長 

18 ○    宮地 よし子 青少年部長 

19 ○   和田 宏 館報編集委員会委員長 

20 ○    遠藤 博 ホームページ作成委員会委員長 

21 ○  監 査  松崎 雄一 健康づくり普及員協議会代表 

22 ○   永瀬 洋子 谷口保育園長 

 


